
平成29年8月17日 

 
「ここでしか買えないお土産」が大集合！ 

「走る日本市」プロジェクト 2017年度 第２弾「山口・福岡」編 
2017年8月25日（金）よりスタート 

 

西 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

株式会社ジェイアール西日本フードサービスネット 

株 式 会 社 中 川 政 七 商 店 

 
 西日本旅客鉄道株式会社（所在地：大阪府大阪市 代表取締役社長 来島達夫）と株式会社ジェイアール西日
本フードサービスネット（所在地：大阪府大阪市 代表取締役社長 浮田秀輔）、株式会社中川政七商店（所在
地：奈良県奈良市 代表取締役社長 十三代 中川政七）の３社は、「土産もの」を切り口に新幹線車内からそ
の土地のものづくりの魅力を発信する「走る日本市」プロジェクトを 2015年 5月より実施しております。 
 1 年間を 4シーズンに分け、山口県、福岡県、石川県、岡山県と地域工芸品を中心に各地域にちなんだオリ
ジナルアイテムを地元メーカーとともに開発した 2015年。瀬戸内、古都（京都・奈良）、山陰（島根・鳥取）
と県域の枠を超えて対象エリアを拡大した 2016年。 
 3 年目に入った 2017 年度第２弾からは、沿線に拠点を置くデザイナーが商品企画・開発を行い、より地域
に密着した商品をラインナップする新シリーズがスタートします。その第１回目は、福岡県に拠点を置き、衣
食住をデザインする浅野藝術株式会社（asanogeijutsu.com）プロデュースによる、山口・福岡エリアのもの
づくりの魅力が詰まったオリジナルアイテムが登場。2017年 8月 25日（金）より、山陽新幹線（新大阪駅～
博多駅）車内にて販売いたします。 
 
 
  
  
 
  
  
     

 
  
   
  
  

 
  
 
 
 
 
 
  
  
  

  
  
   
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 

新幹線ネジチョコ ¥600 

“世界遺産のある街・北九州”のお土産として、北九州のシンボルである鉄をイメージしたチョコレー

トが生まれました。北九州は鉄鋼業が盛んで、明治日本の産業革命において重要な役割を果たしました。

チョコレートでできたボルトとナットは、実際にネジのように回したり締めたりして遊ぶこともでき、

あらゆる年齢の方々に楽しくて、おいしいお土産として親しまれています。新幹線柄のパッケージに、

プレーンとココアのアソートセットを詰め込んだ「走る日本市」オリジナルのネジチョコです。 

オーエーセンター株式会社  8g×6個 プレーン：3個、ココア：3個 

 

 小倉織トートバッグ（紺・ナチュラル） 各¥3,200 

江戸時代初期より袴や帯などとして織られた「小倉織」は、徳川家康も愛用するなど日本全国で珍重さ

れていました。立体感あふれるたて縞が魅力の、丈夫でしなやかな質感の木綿布です。他に類を見ない

この特徴を生かした現代のブランド「小倉縞縞」より、「走る日本市」オリジナルのトートバッグが登

場。軽くてコンパクトに折り畳めるので、デイリーでも、旅先でも活躍します。 

有限会社小倉クリエーション 紺・ナチュラル／綿 100％ 約Ｗ330mm×Ｈ380mm 70g  

夏みかん甘酒 ¥290 

米麹で作った甘酒に山口県の銘産である夏みかんの果汁と果肉を加えた夏みかん味のオリジナル甘酒

です。酒粕、砂糖を一切使っておらず、米のデンプンを糖化させて作られた自然な甘みが特長です。夏

みかんのほろ苦さと爽やかさがアクセントとなった新しい味わいをお試しください。アルコール分を含

んでいないため、お子様にも安心してお飲みいただけます。 

光浦醸造工業株式会社 200ml 

 

福ふく箸置き ¥1,800 

大屋窯は濵中月村により 1969 年萩市南方の日輪山の麓に開窯。現在は濱中史朗を代表とし、茶陶から

日々の器まで様々な意匠をこらした陶器を製作しています。「走る日本市」オリジナル箸置きは、山口

の県魚「ふぐ」を愛嬌あるモチーフに仕上げ、海を連想させる白・青の 2色をセットにしてお届けしま

す。飾り物やペーパーウェイトとしてもオススメ。 

株式会社大屋窯  

※価格は税込表記です。 

※写真はイメージです。 

 

おつまみ塩のり ¥300 

森と太陽の恵みにあふれ「奇跡の海」と言われる有明海産ののり。石垣島の名蔵湾沖合いの海中から採

取した塩や、遺伝子組みかえのない平田産業の圧搾一番搾りによる菜種油を使用しています。さらっと

した菜種油に、程よい塩粒の食感です。そのままビールのおつまみにも、サラダやナムルなどのお料理

にも。おいしさ・安心・安全にこだわった「塩のり」です。 

江の浦海苔本舗 16切 32枚 



 
■走る日本市プロジェクトとは？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
■「走る日本市プロジェクト 山口・福岡編」プロデュース会社について 

・会 社 名  浅野藝術株式会社 
・設 立  2013年 8月 8日 
・資 本 金  1,000,000円（2013年 8月 8日現在） 
・代表取締役  浅野雅晴 
・所 在 地  〒810-0022 福岡県福岡市中央区薬院２丁目３番 30号 ＃202 
・Ｔ Ｅ Ｌ  092-791-6535 
・Ｈ Ｐ  www.asanog.jp 
・M a i l  info@asanog.jp 
・事 業 内 容  ○建築に関わる企画・デザイン・設計 

○商住空間のインテリアデザインに関わる企画・デザイン・設計 
○プロダクト・家具の企画・デザイン・設計 
○展覧会・イベントに関わる企画・デザイン・設計・運営 
○インテリアに関わる販売・運営 
○福祉事業に関わる企画・デザイン・設計 

 
 
■土産もの屋ワゴンが出現！1 台のみ毎日運行！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
■販売場所 

・車内販売 山陽新幹線（新大阪駅～博多駅） 
・インターネット販売 山陽新幹線車内販売ネットショップ（国内向け）http://syahan.sl.shopserve.jp/ 
・インターネット販売 EVERYTHING FROM.JP（海外向け等）http://www.everythingfrom.jp/ 

 
■開催期間と今後の予定 

＜2017年度＞第２弾：山口・福岡編  2017年 8月 25日～2017年 12月下旬 
第３弾：大阪・兵庫編  2017年 12月下旬～2018年 4月下旬  

＜2018年度＞第１弾：鹿児島・熊本編 2018年 4月下旬～2018年 8月下旬 
 

＜お問い合わせ先＞  

西日本旅客鉄道株式会社 広報部（報道） 

 〒530-8341 大阪府大阪市北区芝田二丁目4番24号 電話番号06-6375-8889   

株式会社ジェイアール西日本フードサービスネット 総務部 広報担当（松田・山西） 

 〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島五丁目4番20号 電話番号06-6885-3572 FAX06-6885-3584 

株式会社中川政七商店 東京事務所 メディア課 広報 長野宏美、中川なつみ kouhou@yu-nakagawa.co.jp 

 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-43-7 2F  電話番号 03-5778-3363 FAX03-3409-2265 

「ここでしか買えないお土産」をコンセプトに、地域の工芸
メーカーと３社が協力して商品企画を行うことにより、旅の
思い出を彩る特別なお土産をお客様にお届けいたします。新
幹線の車内販売は、従来の「車内で必要な物を売る」ことに
加え、「車内で魅力的な商品をご提案する」へ。交通網とし
てだけではなく、車内を旅行者と地域工芸との出会いの場と
するために、両者の喜びとなるような商品を創造していきま
す。 

開催期間中、土産もの屋をイメージした特別装飾ワゴンが新幹線の車内
に出現いたします。のれんは手績み手織りの麻生地に、京都で手捺染を施
しました。なお、「走る日本市」のお土産が買える全てのワゴン約 200台
のうち、土産もの屋ワゴンは１台のみ。特別におめかしをしたパーサー
が、みなさまの元へ「ここでしか買えないお土産」をお届けいたします。 

http://syahan.sl.shopserve.jp/
http://www.everythingfrom.jp/

